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　本年度の研究は，慣習法文書（chartes　de　franchises，
chartes－lois）をめぐる最近の研究動向の検討に中心が
おかれた。ここでは，過去30年余の研究の動きを整理す
ることから，エノー伯領の慣習法文書の総括の方向を模
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索したい。
　農村共同体の自由と自治に関する基本的史料とされる
慣習法文書の性格をめぐる最近の論争点の一つは，それ
が共同体の利益につながるのか，もしくは領主の利益を
保証するためのものであるかという点にある。1966年に
は都市と農村の自由と自治を巡ってのスパの学会，1982
年にはボーモン法賦与900年を記念してのナンシーの学
会はこの点についての多くの報告を含んでいる。さらに
1994年にルクセンブルク女伯エルムジソデによるルクセ
ソブルクへの自由の賦与750年を記念して，ルクセンブ
ルク大学研究所の主催で開催された第8回ロタリンギア
研究集会では，「中世ロタリンギアの支配と自由」を共
通テーマとして8本の報告がなされている。1998年に刊
行されたこの研究集会の報告書は，現在の慣習法文書研
究の問題点を顕在化させるものであろう1。
　上記の視点については，近年の方向はそのニュアンス
の差異はあるが，領主側の利益を強調する主張に重心が
傾いているといってよい。すでに，G．　Dubyは1962年
に慣習法文書が領主の財政的権利を制限するものではな
く，むしろ，文書が高額で住民に売り渡されるケースも
あり，領主にとっては「うま味のある取引」であると捉
えている。L．　GenicotはDubyほど物質的見返りがある
とは考えていないが，他方で，領邦領主によって集中的
に出される慣習法文書が領域的支配権の手段となってい
る点を強く押し出している。ルクセンブルクの研究集会
での報告の基調もこのGenicotの線を押し進めていると
いう印象が強い。
　筆者が対象とするエノー伯領に関しては，慣習法文書
を共同体ど領主の双務的契約と捉えるL．Verriestの古
典的視点が強く残ったまま，総括的研究がなされるには
至っていない。しかし，エノー伯領に関しても，多くの
研究が領主の利益という視角を打ち出していることは事
実である。J．　M。　Cauchiesは，　Dubyのように専ら領主
のみに有利であるとする視点はエノー伯領については当
てはまらないとしつつも，慣習法文書が，当時所領民と
係争中であり領主の権利と確定されていないような慣習
的諸賦課を領主が要求し得る明確な根拠となる役割を果
たしたと主張し，J．　NazetやC．　Billenはエノー伯の権
力が確立していない居住地への介入の手段となっている
点を具体的例を挙げて論証しようとしている。
　筆者自身，いわゆる共同体的視点からのみ中世の共同
体の「自由と自治」を捉えることについては異論を唱え，
慣習法文書が共同体と領主の双務的利害関係の中で起草
されたことを指摘してきた。慣習法文書が領主によって
起草された限り，それが領主制的性格をもっていること
は必然であるが，そこに働く所領民の力を探らない限
り，同時代の領主・所領民関係は把握できないと考え
る。以後の研究はこの点におかれよう。
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